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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	小学校第5学年　道徳

	２　ねらい
	・福祉体験活動の経験を基に、実際の場面を想定し、社会に役立つ働きをするためには、自分の身の回りの出来事からまず行動することの大切さに気付かせる。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・車いす体験やブラインドウォーク、福祉施設見学などを通して、少し視野を広げると自分たちにもできることがたくさんあることを知る。しかし、子どもたちが、明らかに目が不自由な人に出会ったり、車いすの人に出会ったりする機会はまれである。本実践では、車いすの男性をきっかけに、日ごろ何げなくやってしまっている自己中心的な行動を振り返り、社会の一員としての責任を果たすことの大切さに気付かせたい。

・人間は、社会の一員として互いに支え合い助け合いながら生活していかなくてはならない。社会に役立つ働きをすることの大切さや喜びを感じ取り、社会に役立とうとする気持ちを高めることは、他者と協力・協働して社会に参画することにつながり、キャリア教育の視点から、意義ある活動である。






歩道にとめられた自転車
１　学年、教科・領域　　　小学校第５学年　　道徳【4-(1)】
２　本時の目標

（1） 車いす体験、ブラインドウォーク、福祉施設見学等の経験を基に、社会に役立つ働きをすることの大切さや喜びを感じ取り、社会に役立とうとする気持ちを高める。
（2） 「人間関係形成・社会形成能力」＜他者に働きかける力＞
３　準備

　○　資料「歩道にとめられた自転車」（出典：明るい心）
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　車いす体験やブラインドウォークの経験から、困ったことや大変だったことを振り返る。

・段差が乗り越えられない。

・ちょっとした段差や出っ張りに、つまずいた。
	○通常では気にならない、少しの段差や傾き、小さな障害物でさえ移動が難しくなったことを思い起こさせる。
○自分の目線では気付かなかったことの存在を意識させる。

	２　「歩道にとめられた自転車」を読み、登場人物の気持ちを話し合う。

(1) 登場人物は誰でしょう。

(2) どんなことが起きましたか。

(3) 「どうしようかまよっている」清美をどう思いますか。

・恥ずかしいからだと思う。
・行動しないのは理解できない。

・何をしていいか分からなかった。

(4) 友子の行動の後、「自然と自転車の整理をした」清美はどんな気持ちだったのでしょう。

・気になっていたことが解決できてよかった。

・はじめから置かなければいい。

・気が付かない人がとても多いんだ。

・勇気を出して動けてよかった。
	○登場人物から整理して、全員が内容をつかめるようにする。

○自分の言葉で最後まで語らせる。

○自分ならどうするかを基に、清美の行動から気持ちを考えさせる。

◎自分の行動が直接の原因でなくても、気が付いたら積極的に行動することで社会の役に立てることに気付かせる。

☆人の役に立つことの素晴らしさに気付くことができたか、発言から判断する。
○話合いの深まりに応じ、清美の気持ちにとどまらず、自分ならどうするか、友子がいなかったらどうかなど、自分が行動を起こす場面を想定した話合いをさせる。

	３　教師の話を聞く。
	○「友子……。」の……にどんな言葉が入るか考えさせる。

○身近な自転車置場の様子から、特別な例ではないことに気付かせ、日ごろ何げなくしてしまうことの問題点にも目を向けさせ、自分の行動を振り返る機会とする。
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「歩道にとめられた自転車」





題材名





＜総合＞


思いやりあふれる街づくり


・車いす体験


・ブラインドウォーク


・福祉施設見学





本実践








「歩道にとめられた自転車」（道徳)


(1)社会に役立つ働きをすることの大切さや喜びを感じ取り、社会に役立とうとする気持ちを高める。


(2)キャリア教育としての目標


「人間関係形成・社会形成能力」


＜他者に働きかける力＞





＜社会科＞


住みよい街づくり





朝の会、帰りの会で、日々の当番活動を見直し、役割遂行能力を高める指導を更に展開する。





＜当番活動＞


・日直


・給食当番


・掃除当番


・係活動





＜道徳＞


２-(2)


相手に対する思いやりや親切な心





＜社会科＞


わたしたちの生活と政治





家庭でのお手伝い


（保護者との連携）





他の係活動や


自主的な活動へ








